
 

 〈報道関係者各位〉                                

２０１４年７月８日 

大塚国際美術館 

    

大塚国際美術館大塚国際美術館大塚国際美術館大塚国際美術館でででで    

かつてかつてかつてかつて日本日本日本日本にあったにあったにあったにあった「「「「ヒマワリヒマワリヒマワリヒマワリ」」」」がががが今今今今よみがえるよみがえるよみがえるよみがえる    

ゴッホのゴッホのゴッホのゴッホの幻幻幻幻のののの「「「「ヒマワリヒマワリヒマワリヒマワリ」」」」再現再現再現再現へへへへ 
２０１４２０１４２０１４２０１４年年年年１０１０１０１０月月月月１１１１日日日日（（（（水水水水））））公開公開公開公開 

 

 

 大塚国際美術館（館長：大塚一郎、所在地：徳島県鳴門市）は、ゴッ

ホの描いた「ヒマワリ」の中でも、第二次世界大戦の折に焼失し、二度

とみることができない通称“芦屋のヒマワリ”を原寸大の陶板として再

現し、２０１４年１０月１日より追加常設展示します。 

 

 この作品は、１９２０年に大阪の実業家であった山本
やまもと

顧弥太
こ や た

氏が、

武者小路
むしゃこうじ

実篤
さねあつ

ら白樺派の依頼を受け、当時の２万円（現在の約２億円）

で購入し日本に招来されました。かつて兵庫県芦屋市の山本氏の邸宅に

ありましたが、１９４５年８月６日に阪神大空襲により、残念ながら焼

失してしまいました。 

 

 今回、東京都調布市にある武者小路実篤記念館にご協力をいただき、

当館絵画学術委員・千足伸行先生（成城大学名誉教授）監修のもと、当

時発行されたカラー印刷画集「セザンヌゴオホ画集」より再現を進めて

います。陶板名画は２０００年以上にわたってそのままの色と姿で残る

ため、今回の再現は文化財の記録保存のあり方として貢献できるものと

考えています。 

 

 これに関連して、１０月１日（水）から３月３１日（火）の期間、 

「ゴッホの幻のヒマワリ」と題して、ゴッホに焦点をあてた催しを行い

ます。ゴッホの絵画に秘められた謎を解き明かす「ミュージアムミステ

リーツアー“青の事件簿”」や、「ヒマワリ」に秘められた思いを読み解

くギャラリートーク、ヒマワリランチやケーキなど、観る、聞く、食べ

るなどの体験を通して、名画に親しむことができる内容です。 

 

 日本文化を愛したゴッホ、そしてゴッホの作品に魅了された実篤ら白

樺派。かつて日本にあった名画に想いを馳せることで、美術への関心が

高まり、絵画を鑑賞し愛好するきっかけになればと願っています。 

「ヒマワリ」１９４５年焼失 

油彩・キャンバス９８×６９㎝ 

（武者小路実篤記念館蔵 

「セザンヌゴオホ画集」より） 

「ヒマワリ」を背景に撮影した 

山本氏（左）と武者小路氏（右） 

（武者小路実篤記念館蔵） 



 

※画像は大塚国際美術館の作品を撮影したものです 

システィーナ・ホール 

Ｂ１階 近代ギャラリーの様子 

 

■ご参考：ゴッホが描いたヒマワリ 

 

オランダ人画家ゴッホ（１９５３～１８９０）が描いた

「ヒマワリ」の作品は全部で１２点あるといわれています。

その中でも花瓶に入ったヒマワリを描いた作品は7点あり、

それぞれ色合いやヒマワリの本数が異なります。 

 

この花瓶に入ったヒマワリは、南仏アルルに移り住んで

から制作したものとされ、１８８８年から１８８９年に相

次いで描かれました。この７枚のうちの１枚が今回再現す

る通称“芦屋のヒマワリ”で、彼がアルルで２番目に制作

した作品と言われています。 

 

当館では「自画像」「アルルのゴッホの部屋」など９点のゴッホ作品をご覧いただくことができます。 

 

 

    

◇ ◇ 大塚国際美術館とは ◇ ◇ 

 
 古代壁画から世界２５ヶ国１９０余の美術館が所蔵する現代絵画まで、

１，０００点を超える世界の名画を特殊技術によって、原寸大の陶板で忠

実に再現しています。約４ｋｍに及ぶ鑑賞ルートには、古代遺跡や礼拝堂

を現地の空間そのままに再現した立体展示のほか、レオナルド・ダ・ヴィ

ンチ「モナ・リザ」、ゴッホ「ヒマワリ」、ピカソ「ゲルニカ」など、美術

書などで一度は見たことがあるような名画を美術史の流れに沿って展示

しています。 

 

【住  所】徳島県鳴門市鳴門町 鳴門公園内 

【Ｔ Ｅ Ｌ】０８８-６８７-３７３７  【Ｆ Ａ Ｘ】０８８-６８７-１１１７   

【Ｕ Ｒ Ｌ】http://www.o-museum.or.jp/ 

【開館時間】９時３０分から１７時（入館は１６時まで） 

【休 館 日】月曜日(祝日の場合は翌日)  ／ ８月無休 ／ 正月明けに連続休館あり 

【入 館 料】小中高生 ５４０円 ／ 大学生 ２，１６０円 ／ 一 般 ３，２４０円 ＊２０名以上の団体は１０％割引 

【アクセス】 

 

 

 

 

 

 

 

《本件に関するお問い合わせ先》 大塚国際美術館 学芸部広報担当  土橋
つちはし

加奈子
か な こ

、山側千
やまがわち

紘
ひろ
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